
II . 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

本所の研究員は，それぞれの専門分野において独特の屈礎研究を行なうとともに，必要

に応じていくつかの研究室が協力して協同研究を行なったり，少し大規校なプロジェクト

研究を行なったりするこれらの研究テーマの設定にあたっては，大学において認められて

いる学問の自由にもとづいて各研究員の自主的判断によって最適のテーマを決定している

ことは言うまでもない．しかしその判断の尿準となるものは，それぞれの属する専門分野

の進歩発達にとって何がもっとも要求されているかを世界的視野のもとで判断することは

当然である．そのあらわれとして当所の研究結果が各種の国際的学術会議の．席上で高く評

価されていることが裏付けていると考えてよいであろう．

しかし，このような世界的視野にたって第一線の研究テーマを設定するだけでなく，当

所が工学の広い分野にわたる綜合研究所であることを認識して，社会的や国家的に緊急に

必要とされている諸問題についても，可能な限り採りあげるようにしており，また外部か

らの研究委託についても適当であると認められるものは引受けて，問題の解決に当ってい

る．

屈礎研究の成果が樽られたとき，さらにそれを工業生産化に移行させるためには技術上，

経済上の検吋を加える必要があるが，そのために中間規校の試作または試験を行なってい

る．このような実用化研究は，初代所長がとくに強調され，本所の設岡目的にも明示され

ているところであり，従来ややもすると欠けていたところの柚礎研究と工業生産の間を満

たすものとして屯要視している．その経費として所内に設けられた特別研究審議委員会が

毎年何件かの研究に対し予卵を優先的に配布してその成果のあがることを援助している．

2. 研究活動の経過

本所は大学の附骰研究所であるから，大学の研究の一般的なあり］］のように研究室を単

位として高度の屈礎研究を行なってきたが，それとともに当所の特長のひとつとして専門

の異なる研究者の間の協力がうまく行なわれていることもあって，協同研究やプロジェク

ト研究がかなり効率良く行なわれてきた．

協同研究の成果のあがったものは多数あるが，一例をあげると，土木工学・建築学・機

械工学・応用力学の諸分野の協同で耐震工学の研究が行なわれ，さらに大J_刊振動台の設岡

と共同利用の成果が加わって恨界的に耐震工学の主導的地位を占めている．さらにこのよ

うな多数分野の共同による例として交通問題，有限要索法の開発，複合材料の開発，試験
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熔鉱炉の自動化， レーザーの研究，環境計測法の発展など多数に及んでいる．

このような共同研究が可能となったのは，当所の創設以来の伝統によるものではあるが，

それとともに各研究室ごとの品礎研究が充分に成果をあげた段階で，はじめて他の分野の

同じレベルの研究に協力することが可能であることを各研究者が十分にわきまえていたか

らにほかならない．とくに最近の工学の発展はそれ自身がひとつの柚礎科学としての認義

を持ち，単なる応用研究ではなくなっていることを研究者がよく自党してきたことも見逃

せない:JJ:実である．

さらに大型プロジェクト研究として第一次，第二次の計 6年間にわたる臨時：Jt業として

「都市における災害• 公害の防除に関する研究」を完了することができたし，またこれま

での研究成果によって計測技術開発センターと複合材料技術センターが設附されて活発な

研究を開始しておりまた近く多次元画像情報処理センターの設骰も内定している．

3. 研究の形態

本所では上述のとおり，本所の特質を生かした研究万針に従って幅広い種々の形態によ

る研究が行われている．これを経費の出所等を加味して大別すれば，①大型プロジェクト

研究，②申請研究A・8, ③文部省科学研究費補助金による研究，④共同研究，⑤研究部

・センターの各研究室における研究，⑥受託研究・奨学寄附金による研究，に分類される

① 大型プロジェクト研究

昭和 46年度から文部省臨時事業研究経骰（昭和 51年度から‘大型共同研究等経骰”に名

称変更）によるプロジェクト研究「都市における災苫• 公害の防除に関する研究」が 6カ

年計画で進められており，所内の広い分野の研究者が参加している

② 申請研究

叶1語研究とは，本所の使命を達成し，将来の発展に臼するため実施される研究・試作又

は設備の新設• 更新にかかわるもので，本所の特別研究審議委員会の議を経て文部省に申

請し，これにもとづいて配付される研究費により行なう研究であるこの内申諮研究Aは，」こ

学に新たな知見を与えると期待されるものであって，特に本所が屯点的に育成すべき研究，

または本所の発展に寄与するため充実すぺき大型研究設備を対象としている．また，叶1訥

研究Bは柚礎研究の成果を枯盤として将来に向かってその成果が大いに期待される研究お

よび設備を対象としている．

③ 文部省科学研究費補助金による研究

文部省科学研究費補助金の趣旨にそって，各個研究，共同研究等本所の特質を生かした

幅広い分野の研究が行なわれている

④ 共同研究

共同研究は総合的な研究態勢が容易にできる本所の特色を生かして，研究室・研究部の

わくを越えた研究者の協力のもとに進められる研究である．この形態の研究を促進するた

め，本所には選定研究費および共同研究計画推進費の制度が設けられている．いずれも財
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源は文部省から本所に経常的に配布される経費の 1部を充て，配分は所内の特別研究審議

会の議によっている選定研究費は工学に新たな知見を与え，将来の発展が期待される独

創的な基礎研究，および応用開発研究を対象としており，共同研究計画推進費は，将来，

共同研究グループとして発展するべき研究の芽を育てることを目的としている・

⑤ 研究部・センターの各研究室における研究

本所の各研究室が設定する各個研究で，本所の研究進展の核をなすものであり，各研究

者はその着想と開発に意を注ぎ，広汎，多種な研究が採り上げられている．

⑥ 受託研究・奨学寄附金による研究

本所の使命のひとつは，我が国の工学と工業の両者が有機的関係を保ちつつ発展するた

めの一炭をになうことにあるが，この目的達成のため，外部から資金を受入れて行う受託

研究制度及び奨学寄附金制度が活用されている．

これら各種の形態による本所の昭和 51年度の研究の現状ならびに成果の詳細は第 VI章

に述べられているまた次節に昭和51年度に科学研究費および受託研究費を交付された研

究題目を列挙する．

4. 昭和51年度に科学研究費•受託研究費によって

行われた研究（リスト）

A. 科学 研 究 費

総合研究 (A) 研 究課題

［極限状態における潤滑の研究

特定研究 (1J

研究代表者

I松永正久 I

界面移動現象にもとづく水処理単位操作の研究 河添邦太朗

環境モニタリング・制御システムの研究 大島康次郎

排出ガス有害成分の分析および試験法に関する研究 早野茂夫

触媒の作動条件とその制御に関する研究 高橋 浩

自動車の排気浄化に関する基礎研究 平尾 収

特定研究 (2) 

I 

溶媒による環境大気中の窒素酸化物の殺縮と迅速測定法の検討

古文化財保存材料としての天然漆についての科学的研究

標準画像データベースの研究開発

顕微鏡画像情報の解析と処理の自動化に関する研究

早野茂夫

熊野黙 従

尾上守夫

高木幹雄

，
 



一般研究 (A) 

工業用複合材料の製造・加工プロセスの最適化と応用技術に関する

研究

錯形成ボリペプチドの合成と機能材料開発への応用（継続）

塑性変形，安定およびき裂成長を考慮した構造物の最終強度に関す

る研究（継続）

分子配向性材料の合成と機能開発に関する研究（継続）

鈴

妹

木

熊野諮

川 井

尾

忠

弘

従

彦

学

一般研究 (B) 

低エネルギーイオンの低角反射による結晶表面第一原子陪の構造解析 菊田恨志

機械および土木材料特性の試罪機シミュレ ションと試験法 山田嘉昭

き裂分布パタ ンによる牒境破壊影磐因子の統一的評価万法の研究 北川英夫

洞道自動掘削に関する研究 大島 康 次 郎

パケット無線交換方式に関する研究 安田靖彦

大型構造物の災害時挙動記録および異常監視システムの研究 山 口楠雄

長大スパンPC橋の振動性状に関する実測的研究 久保殷三郎

電孵機一試験機オンライン・システムによる骨組の弾塑性地震応答 田 中 尚

解析

表面粗さをパラメ タとする工作機械システムに関する研究（継続） 佐藤壽芳

電子的同調可能レ ザを用いた光電磁回路アナライザに関する研究 斉藤成文

（継続）

建物の 2万向地裳入力に対するコンヒ°ュータ・アクチュエ タオン 岡 田恒男

ライン実験（継続）

一般研究 (C) 

He -Neレーザの偏光に関する研究

光ピームによるガラスの曲げ加工の研究

高密度交通流の現象解析と説明理論の関係

中世における建築絵図面の史的研究

金属電解浴中における無機コロイド粒子の泳動および電解析出の機構

プロトン・金属核二璽共鳴法による有機金属錯体の結合性格に関す

る研究

アコースティック・エミッション (AE) による化合物半群体デバ

イスの劣化機構とその改善に関する研究（継続）

三次元顕微鏡技術の基礎研究（継続）

芳

増

越

村

増

斉

生

浜

野

沢

松

子

藤

駒

崎

彦

久

毅

郎

昇
次

俊

隆

正

貞

泰

俊

襄

和

明
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一般研究 (D) 

藤井陽―|I光ファイバ回路機能索子の研究-- --

NMRによる金属錯体および金属酵索 (metalloenzyme)と屈質の I飯 田 武揚

相互作用の研究 I .J 
試験研究 (2) 

高速せん断による中空材の粘密切断

匝動形電気油圧制御弁の応用に閃する研究

電）J系統における絶縁信頼度の向上に関する研究 河村逹雄

水晶感圧振動の実用化 尾上守夫

海洋波および波浪中の船体応答に関する実船試験研究 高橋幸伯

無公苫性地盤注入工法の研究 ＝木五三郎

光学的手段による 館 充

奨励研究 (A) 

LI%! 麗□試験機オンラインンステムを用いた欽骨構造物の地震時弾 宇田川 邦 明

朔性応答解析

構巫用り竺竺鰐し成形プロセスの解析とl譴化に関する研究 l新 谷 賢

B. 受託研究費

本所の受託研究は，昭和 24年から聞始し，昭和 51年度において次のような数字を示し

ている．

受理件数 20件

歳入額 26, 790干円

委託者は主として工業生産に関係ある項業機閲と官公庁などの研究機関である. 51年度

中に受理した分につき題目などをあげれば次のとおりである．

1 番号 1

' I  
受託題目 主任研究者

: I 〗：三：ロニ迅構造の振動に閃する事t研 I!:::
4 I放射線しゃへい材に閲する研究 ！加藤 正夫
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5 I音愕校型実験材料の吸音特性に閲する研究

6 』k礎と地盤の動的復元力特性に関する研究

7 ツールド機万向制御方法の研究

8 圃像情報処理装骰の研究

9 フィルダムの強虚時における非線型挙動に関する研究

10 輪軸の力学的特性解析法の研究

11 省刀形保線機械用制御システムの研究

12 コンクリート強化用スチールファイバーの製造技術の研究

13 上越新幹線湯元トンネル防振に関する研究

14 金属粉末の連続成咽についての研究

15 自動車走行による振動伝播調壺

16 鉱さい利用の安全性に1対する調査研究

17 液体貯槽の地盤との連成振動に関する予備的研究

18 軟弱地盤シールドトンネルの振動測定に関する研究

19 フィルダムの強震時における非線型学動に関する研究

20 ダム地点地炭特性の解析的研究

5. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

石井聖光＇
I 

I 
久保股三郎

大局康次郎

尾上守夫＇

田村重四郎

川井忠彦

石 原 智 男

中川威雄

久保殷三郎

中川威雄

久保殷三郎

早野茂夫

柴田 約

田村屯四郎

II 

II 

材料実験室は， lfii柏 354叫主な共通設備は容Iii300 kg, 2 t. 5 t. 20 t, lOOt の万能試

験機のほか，ねじり，衝撃，かたさ，圧力計試験機などである・ 設備は本所の共通施設の一つ

として，所内各部の研究に利用されている最近，更新した機械にインストロン型 10t万能

試験機があるほか，昭和 50年度より発足した複合材料技術センターの材料試験関係の大形

実験装附や科研l~ による可変荷屯配分多軸疲労試験装岡もここに附かれている・

2. K関数制御装置

き裂端の応力拡大係数k値があらかじめ与えられたプログラムに従って変化するように

オンライン制御しつつ疲労試験を行なうシステムで，荷軍・変位制御プログラム試験もで

き，容lil:は20tonである．本システムは，複合材料要索のシミュレーション疲労試験， K

一定制御試験，定速 k変化試験，定公称応力試験を始めクラッククロージャの研究，

△ KTHの研究，き裂発生の研究などにも使用されている・

3. 構造物動的破壊試験装置

構造物の地震応答の実験・解析のために千偲実験所に設附されている装附で，屯気油圧

式アクチュエーター 3}店（容批士 20t , 士 150mm, 2柚および 100t , 50 mm, 1』u
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小型振動台およびそれらを制御する小型電算機より構成されている。種々の構造物の動的

破壊試験および，実験装置と電算機をオンライン結合したシステムによる建物の非線形地

震応答解析などが行われている． （第 1部，第 2部，第 5部）

4. 自然地震応答観測用化学プラント構造物モデル

鉄筋コンクリート地下 1I屑地上 1屈の試験体兼計測器室と鉄骨構造物を中心に塔槽，

つりクンク，配管，貯槽その他からなっている．隣接した地表上などを含めた各点の加速

度を地震によって起動する記録装置によって常時観測しているほか，水平動の長周期成分，

地動のねじり成分を測っているとくに長周期成分については連続観測を行っているこれ

らの結果は化学プラントの耐震設計の改善のため使用される． （第 2部）

5. 機械振動解析処理設備

本設備はアナログ計孵機 (NEAC-300) とその付帯設備，振動特定測定装置 <SD-

1002 C -17), 実時間フーリエ解析装罹 (YHP5451 A) および各種加振装置（電磁油圧

式 2,電磁式 3,機械式 1) と各種計測装置から成りたっており，機械構造物，車輌，工

作機械および各種プラントの振動特性の計測・解析に用いられている．現在関係研究室に

分散しているが，将来 lか所に集中する計画である． （第 2部）

6. 耐震機械構造解析設備

本設備は高速データ処理装置を中核に光電式波形読取装置，データ・ソータ，デジタル

• プロッタ，むだ時間発生装置などからなっている~ 高速データ処理装附は，サイクル時

間 30硲，符号＋純 2進 10ビットのA-0変換装骰を中心に，磁気テープ，カード穿孔

機，高速紙テープ穿孔機， FACOM270-30• データ・チャンネル用伝送装置などをその

周辺に有している．アナログ入力は 3回路の同時入力回路および 30回路の逐次掃引入力

回路を経て， A-D変換装置でデジタル信号に変換され， 256語の磁心メモリ 2組を経て，

磁気テープに書き込まれる．収録可能なデータ総最は 2,400, 000語であり， 10,000デー

タを紙テープに穿孔するのに要する所要時間は約 20分である・ デジタル・プロッタは計算

制御部を備えた作図装骰であって，その特徴は 8進数に変換した座標点を指示することに

より，その間の値を計算制御部により内挿することにある.FACOM270 -30よりのオン

・ライン制御が可能で，時分割的に上述の高速データ処理装置と同時に使用することができ

る '(第2部）

7. 風路付水槽

本水槽は長さ 20.84 m, 幅 L8m, 深さ L35 mの極めて小型の鋼板製水槽であるが，

一端に造波装置を有し，周期 0.6 sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよ

い消波装置を備えているこの水槽上部に高さ L10 m, 幅 2.40 mの風路が設けられ， 2

台の送風機により最高の風速 15m/secがえられる波と風速との組合せを変えることに

より，いろいろの海面状態における船の横安定性を知ることができる．また若干の付帯設

備を補うことによって，縦安定性，海水打込現象など船体運動学上重要な問題ならびに海

洋構造物の運動性能に関する実験研究にも大いに役立つものである． （第 2部）
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8. 電子顕微鏡室

本所における電子顕微鏡はHU-200 , JEM -5 Y型を主体とするものである． この種

の型の電子顕微鏡は分解能 rnA,直接倍率 1,000 -200. 000倍（写真引伸 1,000,000倍）

の性能を有するもので，各種のアタッチメント，ミクロトームなども完備した．これらの

電子顕微鏡は広く所内の要求に応じて研究に使用され，原則的にはオープンの形式をとっ

ている． （第 2部・第 4部）

9. 高圧空気源装置

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装骰であって．実験用タービンの駆動．ガス

タービン用圧縮機の実験，亜音速および超音速におけるターピンおよび圧縮機の流体力学

的研究，燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多鼠の高圧空気を供給する装骰である．吐

出圧力 3.1 kg/c砿abs.流批 1kg/sむ．駆動馬力 180kWの2段ターボ圧縮機を主体と

するものである。小型ガスタービン研究としては，圧力比が高いにもかかわらず駆動馬力

が少なく，またサージング防止装囮．各種の安全装骰，自動起動および停止装置などをも

ち，実験の梢度および能率の増進をはかったものである． （第 2部）

10. 複合計算機システム

ミニコンピュータ (FACOMU-200)を中核にして，これと本所の中型計算機 CFA

COM230 -55) とチャネル結合し，また本郷の大型計卵機 CHITAC 8800 / 8700)と

通信回線 (2400ボー同期式）で結ばれて． リモートパッチ万式で遠隔計算を可能とする

システムである．本システムを連用するためのソフトウェアの開発や，これを利用して行

う計孵機科学の基礎プログラムの研究が進められている． （第 3部）

11. 多次元画像情報処理研究設備

電子計孵機によって，濃淡のあるモノクロ画像，カラー画像，マルチスペクトラム画像，

時間的な変化のある画像などの多次元画像の情報処理を行うために，各種の画像入出力装

置および対話型処理装置を中心に構成されている．

入出力装置としては高分解能フライングスボット・スキヤナー．大面梢メカニカルスキ

ヤナー，ピデオ信号入力装置，ビデオ信号走査変換装骰等があり，さらに高精度オンライ

ン顕微鏡．ビデオファイル装置がつながっている．

5台のミニコン (131.65, 32, 16, 16KB)がインハウスネットワークを組み．大容

鼠磁気ディスク装置 (25MB)および大容批IC共有メモリーをもつカラー・ディスプレ

イをはじめとする各種ディスプレイを備え，対話型処理および二次元高速梱算等のソフト

のサボートとあいまって各種資源の制御管理と連係処理が能率的に行えるようになってい

る ．（第3部）

12. 合成開口波動情報処理研究設備

電波．超音波．音波などのいわゆる長波長の波の領域では光領域と異なって位相惰報が

直接とれる検出器が得られる．したがってある開口面での複素振幅の定常あるいは過渡波

形が得られれば合成開口の手法により波源の分布を波面再生することができる．このよう
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な長波長ホログラフィー用水槽，各種の高速波形デイジタイザー，計測自動化用マイクロ

コンピューター等からなっており，サイドルッキング・ソナーやテレビ電波のゴースト源

分布測定などの研究に活用されている． （第 3部）

13. 開閉サージのハイプリッド計算システム

電力系統におけるサージ現象の解析を行うために，送電線と等価な電気的特性を有する

模擬装置にミニコンビュータを結合したハイプリッド計算機である．しゃ断器や避雷器等

の特性を模擬する素子を付加することにより，電力系統構成，しゃ断器の投入のばらつき

等を変化させた場合に発生する過電圧の統計分布を求めることができる。得られた波形は

ディジタル量に変換後ミニコンビュータによって統計処理される． （第 3部）

14. AE標定情報処理研究設備

大型構造物の安全性確保に対し，アコースティック・エミッション (AE)の利用は有

用な方法である。この設備は多数の入カセンサ，増輻器系列を含むユニット化された多チ

ャネルAE信号到達時間差計測装置とインタフェースを含むオンライン情報処理装樅および出

力装置等から構成され， AEの利用による構造物の欠陥位骰の標定と破壊予知の各種の基

礎的研究と屋外実験に使用されている．このシステムの時間差計測装置は 72チャネルまで

容易に増設できる 9チャネルごとのユニット構成となっており，現在 2ユニット， 18チャ

ネルが実装されている．また試験圧力等のアナログ入力装置をそなえ，出力には紙テープ

の他にラインプリンタによる図形出力が行える．本設備は圧力容器の静水圧破壊試験等に

高性能を示すとともに研究室内における実験およびデータ・レコーダによる記録のオフラ

イン処理等多くの用途に使用されている． （第 3部）

15. 交通流解析組織

交通流計測データの収集と処理，交通流シミュレーション，交通制御手法の評価，各種

データのファイル等を総合的に行うことにより，交通問題の解明と対策の検討に役立てる

ためのシステムである．高速の交通流シミュレータ TRN* SIM I (9交差点），大規模か

つ精密な交通流シミュレータ TRN崇SIMII (64交差点），電子計算機FACOMU-200等

により構成され，いずれも本所設置の電子計罪機 FACOM 270 -30と接続されるまた

FACOM U-200には画像情報抽出変換装置が接続され， ITV画像から交通情報を収集

し処理を行う． （第 3部）

16. 非常災害対策用広域多点情報収集システム

大都市商において関東大猿災級の大地震が発生した場合，住民の避難誘尊を迅速・適確

に行うためには，火災の発生状況を始め各種の被災情報を速やかに対策本部で把握する必

要がある．本システムは対象地域を網目状区域に分割し，各網目区域においた送信機がそ

の区域内の災害関連情報を符号化して無線送信し，対策本部でこれらの信号受信して対象

地域全体の災害マップを自動的に作製をするシステムのうち，ランダムアクセス送受信装

置のモデルシステムを成している．送信端末 2台と受信機，一次復調装置および受信信号

処理装置とから構成されている． （第 3部）
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17. レーザミリ波実験設備

安定な環境のもとで，レーザ光およびミリ波の伝送の実験を行うための設備で，これは

本所千葉実験所にある．温度を一定にし，空気の流動を避けるために，約 100rnの長さの地

下洞道となっており，一端に附属している実験室には現在JレビーレーザおよびCO2レーザ，

He -Neガス・レーザ光源ならびに，レーザ・ビームおよび画像伝迭試験装置が設置され

ている． （第 3部）

18. アナグロ／ハイプリット計算機

ミニコンピュータと結合されハイプリット計算可能なアナログ計算機（日立ALS -

200 X)が設備されている．

アナログ演罪ユニットは係数器 40個，加舞器，桔分器各 16個，符号変挨澤若 6個の線形

ユニットと乗孵器，電子スイッチ各 4個， リレー要素，比較器，各種関数発生器による非

線形ユニットで構成されている．また本計算機を演算制御するミニコンピュータとA/b,

D/A変換器，ディジタル入出力部からなるリンケージなども設備されている。本設備は，

サイリスタ回路の解析，電気機器およびその駆動制御装樅，各種自動制御系のシミュレー

ション，各種サーボ系の解析などに用いられている． （第 3部）

19. X線解析並ぴに蛍光X線分析装置

理学電機の普通のX線解析装置と蛍光X線分析装置の他にもう l台回転対陰極を使った

強力X線解析装岡があり，モノクロメータ，試料高温装置が附属していて， ガラス，高分

子，溶融塩などの構造解析に有効である．これにFACOMU-200とXYプロッターを附

属させ，一貫したデータ処理を可能にした． （第 4部）

20. 高周波プラズマスペクトル分析装置

日立 300型高周波プラズマスペクトル分析装置はアルゴン気流中での 2450MHz, 高周

波プラズマトーチを励起光源として用いる発光分析装骰で，溶液中，特に水溶液中の微批

元索の定性，定絨が容易に行える．

またプラズマリアクターなどを使用して，有機物質の灰化を行うことにより，有機物質

中の微批金属元索の定性，定載分析を行うことができる． （第4部）

21. 反応機構解析装置

化学反応における反応経路，反応速度，律速段階などを解明するための装樅で，反応部，

電子スピン共鳴部，制御記録部から構成されている．反応系の温度，浪度の読取り，制御，

生成常磁性種濃度の測定，データ処理が可能で，迅速な反応の機構解明，~応系の応答解

析などに利用される．なお，本装置の電子スピン共鳴部の本体は日本電子製の JES

ME-3X型ESR,制御記録部の本体は， JEC-5, JRA-5スペクトラムコンビュータで，そ

の他に入出カボックス， AD-DA変換器，リレーボックス，外部記憶装置，チャートリー

ダを附属機器として備えている． （第 4部）

22. レーザラマン分光光度計

ドイツ・パーキンエルマ社のLR-3型レーザラマン分光光度計は，光源レーザとしてHe
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-Neレーザ (6328A, 出力 6mW)が用いられ，分光器は回析格子型の二重分光方式，

スペクトルは 4000L1 cm―1まで自動記録される．赤外分光光度計と併用することにより，

種々の化合物の構造研究に用いられる．

23. 核磁気共鳴吸収装置

日立製作所R-ZOA型装置 (60MHz)およびR-22型装骰 (90MHz)は，永久磁

石を使用した高分解能核磁気共鳴装骰であり，iHのケミカルシフト，スピンースピンデカ

ップリングの測定により分子構造の決定の上に有用な知見を与え，また特定原子団の検出

や定鼠が可能で，有機化合物および不安定中間体の構造決定，反応機構の決定などの研究

に供されている．さらに1scの核磁気共鳴装骰として日立製作所R-26型装置(10MHz) 

があり，これは 2Kの容最をもつパルスフーリエ変換装置により， 13cのケミカルシフト，

スヒ°ンースピン結合定数，核・スビン緩和時間の測定が可能であり，分子構造の決定ばか

りでなく分子運動や分子間相互作用の研究に使われている．

24. 質量分析装置

日立製RMU-7L型質鼠分析計は高性能で安定に作動する二重収敏質星分析計であり，

とくに精密な質撮測定に適している。高速分析も可能で，基礎研究から応用研究の広い範

囲にわたって用いられる．本装置は昭和 47年度文部省科学研究費の一般研究Aによって

設けられた． （第 4部）

25. 試験高炉および付帯設備

製鉄技術に関する基礎的理論的諸問題を研究するためのもので，次の各設備からなる．

炉本体（内容鼠約 0.8 n:r, 全鉄皮式）および炉頂金物 (2重鐘式，旋回ホッパ），送風機

（ルーツ式， 0.9 kg /en!, 8 N対/min,回転数制御），送風加熱装罹（ペプル式熱風炉

2基），自動秤鼠装入装置（貯槽およびスケールホッパ， RI検尺計，スキップ巻揚機，横送

ベルトコンベヤ），ガス処理設備・半自動原料処理・貯蔵設備（紛砕機，振動師，貯蔵槽一

30吋6基ーならびに付帯コンベヤ系），冷却水循環使用設備，中性子水分計，赤外線ガス

分析計など諸計器，出銑口開閉機，ガス試料自動採取ゾンデ，炉内圧連続測定記録装置．

（第 4部）

26. 高周波誘導加熱装置

出力： 15 kW 周波数： 30 kcおよび 2Mc 溶解最： 3 kg真空溶解および大気溶解

鉄・非鉄金属を問わず金属材料の性能はあらゆる製造条件に左右されるが，その中で溶

解条件は最も大切なものの一つである．本溶解設備により，特に精度の高い高真空溶解お

よび帯域溶解において溶解条件を自由に変化させて，溶解条件の影響を基礎的に研究する．

また金属材料研究に必要な各種試料の作成を行う． （第 4部）

27. 150kW高周波誘導電気炉

溶銑，溶鋼などの処理に関する研究のため設置したもので，高周波発電機を有し，周波

数は 1000サイクルである．銑鉄の場合には 100kgを35分で溶解することができ，出力

を自由に加減できるので温度調節も自由である． （第 4部）
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28. 大型高性能真空焼鈍炉

この炉は文部省からの別途予算の配付により設備されたものであって，本所の共通設備

として利用されるものである．現在本所内だけではなく，東大工学部よりの利用者も増加

している．その性能および特長は次の通りである．

最高使用温度 1, 400℃ 真空度最高 1戸 mmHg

炉内有効内容積 20 cm¢x 30 cm 

炉の下部に真空の冷却室があり，空冷程度の急冷も可能である．

29. 放射性同位元素実験室

（第 4部）

本所の共同利用施設として設骰以来 15年余を経過した。千葉実験所RI実験室(92.4面）

および r線照射実験室 (13.2 rrf) のほか， 麻布庁舎敷地内に放射性同位元索実験室

(185. 7 rrf) がある．麻布実験室は事務室・汚染検査室・測定室• 暗室・低レベル放射化

学実験室• 高レペル放射化学実験室・化学実験室• 物理実験室・ r線ラジオグラフィ室・

貯蔵室・保管艇菜室・機械室 (2階）とからなり，フード 4晶， グローボックス 1]!; をと

りつけて化学操作が安全に行えるほか，ビニール製カーテン墜によって局部的に仕切り，

その内部で摩耗実験その他汚染の広がりやすい実験ができるよう工夫してある．測定器と

しては，シンチレーションカウンタ 1台，ウェル型シンチレーションカウンタ 2台， GM

カウンタ 3台，レートメータレコーダ 3台の一般的なもの，および 400チャネル波高分析

器，シングルチャネル波高分析器， 2冗および 4冗計数ヘッド，低バックグランド放射能

測定器，振動容拭型電離箱，ローリツェン検電器も使用できる状態にある．サーベィメー

タとしては， GM管式のもの 3台，シンチレーション式のもの 2台，電離箱式のもの 1台

があり，レントゲンメータも 3台備えてある．このほか，防獲用品として遠隔操作把手 3

本，遠隔操作ピペット 1台をはじめとして，含鉛ゴム手袋，防護眠鏡，しゃへい用ブロックな

どを備えてある. 48年度以降メスバウアー・スペクトロメータを 2台購入し，本館 1R 21 

において使用している． （第 4部）

30. メスバウアー解析装置

メスバウアー効果の金属物性工学への応用を主目的にしており，種々の照射格子欠陥や

合金の焼入れ時効の際に生ずる空孔やその集合体とメスバウアー核との相互作用を線源実

験や内部転換電子の背面散乱法で調べている．同様な解析を粒界偏析したメスバウアー核

に対してもおこなっている．非平衡あるいは非晶質の合金の結合状態や時効挙動について

も研究している． （第 4部）

31. 大型振動台

構造物屈礎，土が主体となる構造物等の耐震性に関する基礎的研究を行うために，千葉

実験所に設骰された土の振動性状，すべり面の形式，フィルタイプダムの安定などの研

究においては菫力が大きく影聾をもっているので，従来の規模の振動台では相似律がほと

んど満足されない実験が行われていた大規模の振動台の設骰によりこの問題はほぼ解決

された振動台は油圧浮上式で，台と基礎との間の摩擦を最小にした台上の箱は長さ
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IO mx幅 2mX高さ 4m,電動油圧式の加振器の出力は 80tで，正弦波およびランダム波

による加振ができる．振動台の加振振動数は O.I-30Hz,最大振幅（全振幅）は 20cmで

ある． （第 5部）

32. 自動製図機

数値制御による製図機で，構造物の自動設計，製図，透視図の作成，数値地形モデルの

作成等，多くの利用面をもっている． （第 5部）

33. 地形景観情報処理装置

地形景観の透視医および斜投影図を，等高線地形図から作成するハイプリッド型処理装

骰で，土木計画および設計に多くの利用面をもっている． （第 5部）

34. 直視型情報処理装置

実体航空写真の精密な座標を読取りディジタルな形で記録する装骰で，ステレオコンパ

レータともよばれる装置である．解析写真測醤の研究に用いられる． （第 5部）

35. 津波高潮実験水槽

幅 25m, 長さ 40m,深さ 60cm Cただし造波部分は 90cm)の平面水槽が上屋内に納

められ，長周期波ならびに短周期波の造波装置が設置されている．長周期波の発生装置は，

プログラム設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ 20PS)であり，発生波の周期は

1 minから 30minまである．また短周期波造波機は 20PSフラップ型，延長 20mであ

り，発生しうる波の周期は 0.6 sから 9.6 sまでである．なお，この水槽は千葉実験所内に

設けられている． （第 5部）

36. 水工学実験棟

千葉実験所内に設けたスパン 45m, 長さ 85mの鉄骨造の実験棟であり，その中の主要

な実験装置は幅 40m,長さ 70mの海岸工学実験用平面水槽およびそれに付随した周期

0. 6秒以上，波高数センチメートル以下の波のための造波機である．波による海浜流に関

する研究，港や川口の形状と波との関係に関する研究などがこの装置により行われる．

（第 5部）

37. 風胴付二次元造波動水槽

幅 60cm,高さ 90cm,延長のガラス張り二次元水槽であり，風浪発生装置 (7.5 PS, 

最大風速 25m/s)ならびに規則波発生装置 (2.0 PS, 発生し得る波の周期は 8.0 sか

ら2.8 s)が取りつけてあり，それぞれを独立に同時運転することができる．なお，この

水槽は千葉実験所内に設けられている． （第 5部）

38. 音響実験室

音聰実験室は無智室，残椀室，模型実験室およびデータ処理室からなっている．無磐室

（有効容積 3.8 m x 4. 8 m x 3. 8 m , 浮構造， 内壁 80cm厚吸音楔）では各種音膀計測器

の較正，反射回析測定，聴感実験などを行う．残粋室（容積 200nf, 内表面反射性，音膀
~ 

拡散板 90cmx180 cm約 20枚分散配置）では，材料の吸音率，動力機器などの発生騒音

パワーレベルの測定などを行う．また模型実験室は各種の音膊模型実験を行うためのスペ
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ースで，建築音膀，交通騒音，工場騒音などに関する実験を行っている．データ処理室に

はリアルタイム・スペクトル分析器，相関器，テープパンチャーなどが設齢され，音響実

験室のすべての実験装岡，ならびに無音送風装骰からのデータをすべて処理できるように

なっている． （第 5部）

39. 無音•境界層風洞

この装附は無音送風装岡および境界風涸からなっている．

無音送風装骰は換気・空気調和における気流音に関する研究に用いられ， 75 kWのリミ

ットロードファンにより， 気流音実験風路 600mm x 600 mmに対し速度 0-40m/s,圧力

2 7 0 kg/面の無音風が遠隔制御される．送風機を中心として吸排気および測定部に消音

装骰 (90dB/500Hz)並びに防振構造を配し，測定部，各実験室および近隣住戸に対す

る騒音振動は十分に遮断されている. 210面の残椀室 (9.4sec/500Hz)を付属する。

境界陪風洞は建物周辺気流，すなわち強風，拡散，風圧，通風換気等のliJf究を行うため

の実験施設である測定部は，幅 1800mmx高さ 1200mmx長さ 9m,風速範囲 o-14 

m人 (9600面/h)の規模を有し，測定断面内平均風速のばらつき 1形以下，乱れの強

さ約 1形の性能を有す．風速制御は匝流モータ， サイリスタレオナード万式により遠隔操

作する．付屈装囮としてX,Y,Z三次元微動装戦のほか，熱線風速計鉛直高さ検出器なら

びに回転機構がある． （第 5部）

40. 建築気候実験装置

室内気流，吹出装骰の特性および熱伝達などに関する研究に供する目的で，測定室 (5.5

m x 7. 8 m x 2. 7 m) , 冷却• 加熱室 (5.5 m x 1. 4 m x 2. 7 m)および機械室よりなる。

測定室および冷却加熱室は熱的遮断の目的で，外壁から隔離して二煎間仕切りによって構

成されているまた，測定室と冷却熱室の間は，各種外壁材料に取換えられる．測定室は

室湿 20-27℃，冷却加熱室は送風機，熱交換器および電熱コイルを備え，暖房条件時

-5℃，冷房条件時40-50℃に制御される．機械室には，これらの冷暖房運転能力をも

つ5HPヒートボンプユニット，送風機，循環水ボンプ，電熱ボイラなどが設骰され，給

気温度制御装骰を有している． （第 5部）

41. 都市気候実験装置

都市気候に対する風および熱の彩態を調ぺることを目的としている．主要な装骰は温度

成刑風向であり，これを用い，建築群や緑地のような基本的な都市構成要素が都市気候の

形成にどのように関与しているかを模型実験により調べる．温度成肘風同の測定部は，幅

800mmX高さ 800mmX長さ 4mで，風速はサイリスター制御により 0-4m/sに制御

される． （計測技術開発センター）

B. 試 作工場

所内各研究室の研究活動や大学院学生の教育上必要な実験用機械・器具• 試験材料など

の工作を担当する．当研究所の使命が直接産業界とも関係の深い研究の推進計こあることを
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反映して，本工場の工作内容もまた最新の生産技術と密接な関係をもつ斬新な装置の試作

が多く，すぐれた設計，設備および工作技術によって，研究者の要望に答えることが．こ

の工場の大きな使命である。とくに設計の面では，毎週特別に日を定めて相談と指郡にも

応じている．

工場の規模は総床面梢 1,265面，人員 26名で金工工場が全体の約 50%を占め，残りは

設計室•電子機器工作室•木工室・ガラス工作室・共同利用工作室・材料庫および事務室

などに分かれている．

金工および木工など機械関係工場の設備機械は，下に示すように．小形の精密測定器か

ら大形の鉄骨構造物に至るまで，広範囲の製作が可能な程度に完備している．

旋盤 9' フライス盤 6'平削盤 1• 立て削盤 1• 形削盤 6,研削盤 2. ボール盤 2' 歯

切盤 2, シャー 2,折曲機 1, 3本ロール 1. 電弧溶接機 3,電気炉 1• 鋸盤 4,超音波

加工機 1• 木工機械各種 7,エ具顕微鏡 1. 卓上機械類 10.

電子機器工作室はエレクトロニクス関係の設計•製作・修理・改造・較正・部品の供給

および技術的資料の提供などを主要業務とし，直流標準電圧電流発生器・シンクロスコー

プ・ユニバーサルカウンタ・ XYレコーダ・パルスゼネレータ・周波数計・デジタルマル

チメータ・ベクトルインピーダンスメータなどの新しい測定器を備え，部品類も慨富な在

庫を用意してある．共同利用工作室は専任掛員の指迎の下に．所内のだれもが利用できる

工作室で，旋盤 4台・形削盤 1台・ボール盤 3台その他の設備がある。材料庫は各研究室

への工作材料の供給も多儀に行っている．また，所内の設計・エ作に対する強い需要に応

ずるため，適宜外注を利用するシステムも採用している．

なお，月平均の利用件数は約 103件で，その内訳は，金工 55件，木工 10件．ガラス 20

件，電子機器 18件であり，共同利用工作室は 140件となっている．

また，物品供給は，金工 115件，木工 15件，ガラス 15件，電子機器 180件である．

C. 電子計算機室

本所の各研究分野における技術計算やデータ処理のための共同利用を目的とした設備で

あるが，大学院学生のための計算機教育の役割も果している．なお事務用計算にも一部利

用している．

電子計算機室の規模は総床面梢 417m2, 人員は室長（教授兼務） 1'室長補佐（講師）

1'技官 5, 事務官 1で構成されている．

設置されている機種は， FACOM 230 -55とFACOM 270 -30の2機である。各々の

システム構成と，その性能の概略はつぎのようである．

F ACOM 230 -55 

1. 中央処理装置

2. 主記憶装置 384 Kバイトのコアメモリ

3. コンソル・ディスプレイ
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4. コンソル・タイプライタ

5. ディスクパック 174Mバイト

6. 磁気テープ装置

9トラック 800 / 1600 bpi , 1600 bpi 各 1台

7トラック 800 bpi 1台

7. カードリーダ 1800枚／分 1台

8. ラインプリンタ（カッタ付） 1000行／分 l台

9. 紙テープリーダ 600/300字／秒 1台

10. 紙テープパンチ 200字／秒 1台

以上，センター側に設骰されている機器のほか，端末として 2台のリモートバッチステ

ションが付骰されている．

ジョプ制御については，平常時はシステム Aを，繁忙時の長時間ジョプ処理日にはシス

テム Bを採用した．使用状況の一例として 12月の統計について述べると，処理数は3085

件，クローズド： 149件，オープン： 2936件（うちセンタ 102件），急行，普通，長時間

の件数比は約 56:45: 1であった．

なお，本年度登録者数は 436名，年間使用時間は約 2052時間ラインプリンタ使用枚数

約 83万枚，カード入力枚数約 1000万枚である．

F ACOM 270 -30 

主記憶容批は 32K語，内部磁気ドラム 262K語，入出力装罹としてカードリーダ，ライ

ンプリンタ各 1台，磁気テープ装附 2台，紙テープリーダ，紙テープパンチ各 1台， XY

プロッタ l台のほか，グラフィックディスサレイ 1台をもっている．この計罫機はオンラ

インデータチャネルを備え，オンラインデータ処理にも使用されている．一般には主とし

てオンライン，グラフィック， XYプロッタの処理に用いられている．

なお，本年度登録者数は 279名，年間使用時間数は約 1907時間，ラインプリンタ使用枚

数は約 5万枚である．

オフラインのカードパンチとし IBM129型 3台， 29型 10台，およびカード複写 514

型 1台がある．また入力紙テープのパンチ用として，データライタ 2台が用いられている．

D. 写 真 室

写真技術班は所内各研究室の依頼により実験質料，研究発表等に使用する映画・写真を

作成している．

本研究所が広範囲な工学的研究を行っているため，作業内容は多岐にわたるだけでなく，

特殊撮影など高度な技法を要するものが少なくない．

写真室は，総床面積（スタジオを含め） 164面からなり，プリズム式高速度カメラ，掻

落し式高速度カメラ， 16mm撮影機，一枚撮り 4"x 5 "判カメラ以下各種カメラ，電子

複写機，即製スライド作成機，大型ジアゾ乾式複写機等を設備している．このほかに保管

を委任されている航空写真用偏歪修正機がある． 22 



写真技術班の人員は 6名．運営は本所写真委員会の管理のもとに行われ，作業件数は月

350件を処理している．

E. 図 書 室

図書室は，本館 2階に総面積 708.93面の場所を使用して，各研究分野全般にわたる内外

の学術雑誌および図害資料を研究者の閲覧に供している．その特色は，当所の研究が理工

学の広い分野にわたっているので，これに関係のある璽要図書，殊に外国雑誌とそのバッ

クナンバーの整備につとめている．また，図書の分類はUDCの分類法などを参照した当所

の研究に便宜な分類法によって統一されている．

1) 建物延面栢

書 庫 528.80面

洋雑誌閲覧室 72. 73 rrf 

和雑誌閲覧室 56. 20面

準 備 室 16. 53面

事 務 室 39. 67面

計 708. 93面

2)蔵書数

洋 書 66, 965冊

和 害 52, 652冊

計 119,617冊

3)昭和 51年度利用状況

開館日数 279日

利用者 12, 402人

貸 出 人 数 4, 387人

貸出冊数 9, 421冊

文献複写

① 図書室受付による写真技術班複写： 349人， 1,180冊

② 図雷室備付ゼロックスによる複写： 1,123人， 2,132冊

③ 図書室備付リーダプリンタによる複写： 9人. 700枚

4)外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約購読中のリストは巻末付録に掲載した．
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